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【概 要】

、 。生物進化の道筋は その生物を取り巻く生物的・物理的環境によって決められてきた

各生物が有する生理形態学的な個別性には、その生物に固有な環境が反映している。こ

うした環境依存的かつ環境駆動的な生物進化のテンポとモードは、新たな遺伝子を獲得

することで達成できることもありうるが、それは遺伝子が変化する速度と環境変動の速

度が調和している場合に限られる。生物はこれより早く変動する環境には新規遺伝子の

獲得では応答できないし、さらに早く変動する環境には絶滅の危険が増すばかりである。

したがって、ゲノムに劇的な変化をきたすことなく起きた種の分化や生物の個別性・多

様性をもたらす環境変動とは、新規遺伝子を創出する過程よりは早くまた生物を絶滅さ

せない程緩慢に起きたものである。言い換えれば、種の個別性とは既存の遺伝子を整理

した結果である。本研究では、このような作業仮説に基づき、数百万年の期間に獲得さ

れたヒトの個別性に関する遺伝的変容を探る。また、同様の観点から、家禽化に伴うニ

ワトリの遺伝的変容を研究し、作業仮説の一般性を検証する。

【期待される成果】

ヒトをはじめ高等生物にみられる生理形態的な個別性は、新規遺伝子の獲得によるも

のではなく、既存の遺伝子の整理や使い分けであり極端な場合には遺伝子そのものが機

能を失うことによること、およびこのような個別性の獲得に関与したゲノムの変化は、

不可逆的かつ緩やかに起きた変化であることを具体例をもって示す。ヒトを含む生物の

ゲノムとは、本質的に急激な環境変動には耐えられない実体であり、今日人類が遭遇し

ている地球環境問題の深刻さをゲノム科学の観点から考える。
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